
隊
友
会
東
播
支
部
石
田
支
部
長
以

下
12
名
は
令
和
7
年
11
月
8
日(
土
）

9
時
45
分
兵
庫
県
加
古
川
市
志
方
町

成
井
登
山
口
の
駐
車
場
に
集
合
し
て

高
御
位
山
登
山
を
行
い
ま
し
た
。

標
高
304
ｍ
の
こ
の
山
は
別
名
「
播

磨
富
士
」
と
呼
ば
れ
、
東
播
磨
丘
陵

地
高
御
位
山
山
系
の
連
峰
は
播
磨
ア

ル
プ
ス
と
も
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
難
易
度
は
ル
ー
ト
に
よ
っ
て

異
な
り
全
体
と
し
て
は
岩
場
が
多
く
、

特
に
濡
れ
て
い
る
と
き
は
滑
り
や
す

く
注
意
を
要
す
る
山
で
す
。

い
く
つ
か
あ
る
登
山
路
の
中
で
、

お
子
様
や
女
性
等
初
心
者
の
方
で
も

登
り
や
す
い
た
め
安
心
し
て
登
山
が

出
来
る
ル
ー
ト
と
し
て
成
井
登
山
ル
ー

ト
が
あ
り
、
今
回
は
こ
の
経
路
で
登

り
ま
し
た
。
こ
の
ル
ー
ト
は
約
25
年

前
頃
に
ル
ー
ト
整
備
と
し
て
石
段
を

作
り
1
丁
か
ら
18
丁
ま
で
の
石
柱
が

た
て
ら
れ
て
お
り
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

に
ベ
ン
チ
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
参
加
し
た
会
員
は
70
歳
を
超

え
る
方
も
多
く
、
ゆ
っ
く
り
一
歩
一

歩
着
実
に
登
る
こ
と
を
心
掛
け
ま
し

た
。時

間
を
か
け
て
登
っ
た
先
に
は
、

印
南
郡
の
中
で
最
も
早
く
神
を
祭
っ

た
と
言
わ
れ
る
高
御
位
神
社
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
神
社
は
大
国
主
命
（
お

お
く
に
ぬ
し
の
み
こ
と
）
を
主
祭
神

と
す
る
高
御
位
大
明
神
が
祭
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
古
文
書
「
播
磨
国

印
南
郡
高
御
位
山
略
縁
記
」
に
は
神

が
こ
こ
に
降
臨
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て

お
り
、
加
古
川
市
を
代
表
す
る
「
パ

ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
」
で
す
。

ま
た
、
鎌
倉
時
代
末
か
ら
南
北
朝

時
代
の
播
磨
の
国
の
地
誌
で
あ
る

「
峰
相
記
」
に
高
御
位
神
社
の
神
と

生
石
（
お
う
し
こ
）
神
社
「
別
名
：

石
の
宝
殿
」
と
呼
ば
れ
る
神
社
の
女

神
は
夫
婦
で
あ
る
と
の
記
述
が
あ
る

そ
う
で
す
。

皆
さ
ん
は
そ
れ
ぞ
れ
に
神
社
に
お

参
り
し
た
後
に
、
山
頂
の
岩
山
に
上

り
、
明
石
海
峡
大
橋
、
関
西
国
際
空

港
、
六
甲
山
、
四
国
方
面
な
ど
が
見

渡
せ
る
絶
好
の
景
色
を
堪
能
し
ま
し

た
。
ま
た
、
眼
下
を
見
渡
す
と
紅
葉

も
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、
真
っ

赤
な
紅
葉
の
木
が
点
在
し
、
秋
色
に

染
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
風
情
あ
る
景

色
を
楽
し
む
こ
と
も
出
来
ま
し
た
。

今
回
の
登
山
で
会
員
の
皆
さ
ん
は

神
様
の
パ
ワ
ー
を
ど
れ
だ
け
頂
く
こ

と
が
出
来
た
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

下
山
後
の
解
散
前
の
会
員
の
表
情
は

と
て
も
爽
や
か
で
清
々
し
い
表
情
を

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

担
当
と
し
て
は
、
10
月
末
に
少
し

離
れ
た
地
域
で
ク
マ
出
没
情
報
が
出

て
お
り
、
実
施
に
つ
い
て
非
常
に
悩

み
ま
し
た
が
、
登
山
客
も
多
く(

当
日

朝
の
駐
車
場
は
満
杯)

そ
の
後
の
ク
マ

出
没
情
報
も
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

決
行
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
会
員

の
中
に
は
ク
マ
よ
け
の
鈴
、
警
笛
等

色
々
な
も
の
を
身
に
着
け
て
お
ら
れ

る
方
も
い
ま
し
た
が
、
何
事
も
な
く

終
了
す
る
こ
と
が
出
来
て
良
い
思
い

出
と
な
り
ま
し
た
。

事
務
局
長

細
貝

寛
徳
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隊
友
会
東
播
支
部

石
田
支
部
長

他
18
名
は
令
和
７
年
11
月
22
日
16
時

30
分
か
ら
東
加
古
川
駅
南
東
200
ｍ
の

割
烹
「
辨
慶
」
に
お
い
て
、
令
和
７

年
度
の
支
部
忘
年
会
を
開
催
し
た
。

開
催
に
あ
た
り
、
石
田
支
部
長
か

ら
ま
だ
年
度
の
途
中
で
は
あ
る
も
の

の
、
今
後
の
大
き
な
事
業
を
一
つ
残

し
て
は
い
ま
す
が
、
総
会
前
の
サ
ツ

マ
イ
モ
収
穫
の
為
の
畑
整
備
、
総
会

の
日
の
植
付
、
害
獣
対
策
・
草
刈
り
・

畑
内
の
草
抜
き
、
害
獣
被
害
に
よ
る

植
え
直
し
を
畑
近
隣
の
支
部
役
員
・

会
員
の
協
力
を
頂
い
て
猛
暑
の
中
で

作
業
を
進
め
、
収
穫
祭
を
盛
大
に
執

り
行
う
こ
と
が
出
来
た
こ
と
、
慰
霊

碑
清
掃
・
慰
霊
行
事
、
近
隣
で
の
ク

マ
出
没
の
情
報
の
中
で
行
っ
た
歴
史

ウ
ォ
ー
ク
（
高
御
位
山
登
山
）
等
へ

の
参
加
で
各
行
事
を
盛
り
上
げ
て
頂

い
た
こ
と
へ
の
お
礼
の
言
葉
を
頂
き

開
宴
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
、
県
か
ら
小
川
会
長
と
役

員
で
あ
る
中
筋
次
長
に
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
参
加
し
た
会
員
で
は

退
職
後
初
め
て
淡
路
か
ら
初
田
雅
文

会
員
が
参
加
し
て
く
れ
て
、
青
野
原

駐
屯
地
出
身
の
会
員
と
の
懐
か
し
い

昔
話
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

宴
の
中
で
県
の
小
川
会
長
か
ら

「
我
が
兵
庫
県
隊
友
会
の
中
で
も
、

活
発
に
活
動
し
て
く
れ
る
支
部
と
し

て
本
当
に
あ
り
が
た
い
。
こ
の
勢
い

を
続
け
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
、
来
年

も
参
加
し
ま
す
。
」
と
の
あ
り
が
た

い
お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、
中
筋
次
長
は
兵
庫
県
隊
友

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
担
当
と
し
て
県

隊
友
会
や
各
支
部
か
ら
の
投
稿
記
事

を
発
信
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。
そ
の

中
筋
次
長
か
ら
「
東
播
支
部
は
、
全

国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
投
稿
記
事

の
発
信
を
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
県

と
し
て
も
本
当
に
あ
り
が
た
い
存
在

で
す
。
」
と
お
言
葉
を
頂
き
、
今
後

も
投
稿
記
事
の
発
信
を
頑
張
っ
て
行

い
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
今
年
の
み
な
ら
ず
近

年
の
反
省
を
基
に
今
後
の
活
動
に
つ

い
て
熱
弁
を
振
る
い
、
来
年
以
降
の

抱
負
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
食
べ
て
・

飲
ん
で
・
・
気
が
付
け
ば
開
宴
か
ら

４
時
間
を
超
え
る
ま
で
盛
り
上
が
っ

た
忘
年
会
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
勢
い
の
ま
ま
令
和
７
年
度
の

残
り
の
行
事
も
突
っ
走
っ
て
、
令
和

８
年
度
を
新
た
な
気
持
ち
で
迎
え
た

い
と
思
い
ま
す
。

我
々
は
支
部
会
員
の
気
持
ち
を
一

つ
に
し
、
隊
員
や
隊
員
家
族
の
幸
せ

の
為
に
、
支
部
の
会
員
増
加
を
目
指

し
た
活
動
を
基
本
と
し
て
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
。事

務
局
長

細
貝

寛
徳
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兵
庫
県
隊
友
会
東
播
支
部

石
田

真
一
支
部
長
以
下
14
名
は
12
月
７
日

(

日)

に
実
施
さ
れ
た
第
12
回
小
野
ハ
ー

フ
マ
ラ
ソ
ン
２
０
２
５
を
支
援
し
た
。

こ
の
大
会
の
エ
ン
ト
リ
ー
種
目
は
、

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
、
1.5
Km
高
学
年
、

1.5
Km
低
学
年
、
中
学
生
以
上
5
Km
マ

ラ
ソ
ン
が
あ
り
、
今
年
は
過
去
最
多

の
５
８
１
７
名
が
参
加
し
て
大
会
を

盛
り
上
げ
ま
し
た
。
各
組
の
ス
タ
ー

ト
は
9
時
30
分
か
ら
9
時
50
分
の
間

に
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
か
ら
逐
次
ス
タ
ー

ト
し
、
そ
の
後
す
ぐ
に
1.5
Km
高
学
年
、

1.5
Km
低
学
年
、
5
Km
の
順
に
ゴ
ー
ル

が
始
ま
り
、
12
時
30
分
ま
で
そ
れ
ぞ

れ
の
組
で
完
走
し
た
選
手
の
出
迎
え
・

誘
導
を
行
い
ま
し
た
。
隊
友
会
の
支

援
内
容
に
つ
い
て
は
選
手
招
集
か
ら

ス
タ
ー
ト
位
置
誘
導
・
警
備
、
完
走

者
対
応
の
他
に
雑
踏
整
理
、
ハ
ー
フ

マ
ラ
ソ
ン
組
が
発
走
後
の
コ
ー
ン
の

再
設
置
、
ス
タ
ー
ト
位
置
の
ゴ
ミ
回

収
等
多
岐
に
渡
る
任
務
で
す
。

早
朝
、
7
時
30
分
に
小
野
市
役
所

駐
車
場
に
集
合
し
、
大
会
役
員
と
の

最
終
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
た
後
に
支

援
が
始
ま
り
ま
す
。

朝
9
時
過
ぎ
か
ら
開
会
式
が
行
わ

れ
、
小
野
市
長
の
挨
拶
、
赤
星
大
会

会
長
の
挨
拶
の
他
、
来
賓
紹
介
の
中

で
阪
神
の
選
手
（
狩
野
恵
輔
選
手
、

俊
介
コ
ー
チ
、
原
口
文
仁
選
手
、
石

井
大
智
選
手
）
、
オ
リ
ッ
ク
ス
の
選

手
（
Ｔ－

岡
田
選
手
、
曽
谷
龍
平
選

手
、
中
川
圭
太
選
手
）
、
元
陸
上
の

中
距
離
選
手
の
小
林
祐
梨
子
選
手
、

平
成
30
年
ア
ジ
ア
競
技
大
会
マ
ラ
ソ
ン

銀
メ
ダ
リ
ス
ト
の
野
上
恵
子
選
手
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

毎
年
色
々
な
選
手
が
参
加
し
て
大

会
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
る
の
も
楽
し

み
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
東
播

支
部
は
第
１
回
大
会
か
ら
欠
か
さ
ず

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
支
援
し
て

お
り
、
既
に
、
今
回
で
12
回
目
を
迎

え
た
今
年
も
、
昨
年
ま
で
の
反
省
事

項
を
修
正
し
て
大
会
運
営
に
臨
ん
で

い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
、
問
題
点
が

出
て
き
ま
す
。

来
年
は
そ
の
問
題
点
を
更
に
修
正

し
て
参
加
者
・
大
会
運
営
者
が
満
足

で
き
る
よ
う
な
大
会
運
営
を
推
進
す

る
も
の
と
思
い
ま
す
。

本
大
会
に
は
、
青
野
原
駐
屯
地
か

ら
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
先
頭
車
（
誘

導
）
と
最
後
尾
車
に
よ
る
運
営
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
先
頭
車

と
最
後
尾
車
を
無
線
で
繋
ぎ
、
非
常

事
態
に
よ
る
連
絡
手
段
と
し
て
万
全

の
態
勢
で
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

第９１号 兵庫県隊友会東播支部だより 令和８年３月１０日

第
12
回
小
野
ハ
ー
フ

マ
ラ
ソ
ン
２
０
２
５
支
援

「1.5km低学年 スタート風景」 「ﾊｰﾌﾏﾗｿﾝ ｽﾀｰﾄ風景」

「大会役員との最終打ち合せ」「赤星 大会会長 挨拶」



ま
た
、
売
店
等
が
展
開
し
て
い
る

広
場
に
は
、
兵
庫
地
方
協
力
本
部
の

募
集
案
内
の
テ
ン
ト
も
設
置
さ
れ
、

将
来
の
自
衛
官
獲
得
を
目
的
と
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
・
自
衛
隊
グ
ッ
ズ
の
抽

選
を
行
っ
て
集
客
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。こ

の
大
会
は
、
阪
神
の
赤
星
選
手

が
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
を
務
め
、
多
く
の

プ
ロ
野
球
選
手
が
一
緒
に
走
る
大
会

と
し
て
知
名
度
も
上
が
っ
て
お
り
、

大
会
参
加
者
も
少
し
ず
つ
増
え
て
い

る
状
態
で
す
。

我
々
隊
友
会
の
活
動
は
参
加
選
手

に
は
認
知
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
大

会
運
営
側
か
ら
は
信
頼
さ
れ
る
活
動

が
出
来
て
い
る
様
子
を
随
所
で
伺
う

こ
と
が
出
来
て
い
ま
す
。
そ
の
為
、

終
了
時
に
は
支
援
に
対
す
る
丁
寧
な

お
礼
の
言
葉
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

我
々
は
表
舞
台
に
出
る
の
で
は
な

く
、
常
に
裏
方
に
回
り
、
大
会
が
盛

会
な
う
ち
に
滞
り
な
く
終
了
し
て
初

め
て
任
務
達
成
し
た
と
思
え
る
活
動

を
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
こ
れ

か
ら
も
支
援
者
全
員
が
心
を
一
つ
に

し
て
活
動
し
て
行
き
ま
す
。

理
事
役

鈴
木

栄
一

1
月
16
日

青
野
原
駐
屯
地
新
春
互
礼
会

支
部
長
以
下
数
名
参
加

1
月
17
日

♯
２
回
支
部
防
災
訓
練

(

緊
急
連
絡
網
の
点
検)

1
月
24
日

理
事
役
会

支
部
長
以
下
19
名
参
加

サ
ツ
マ
イ
モ
畑
の
畝
戻
し

支
部
長
以
下
13
名
参
加

2
月
14
日

県
隊
友
会
支
部
長
等
会
議
・

♯
3
県
理
事
役
会

支
部
長
・
県
理
事
役

森
下

哲
也
（
三
木
市
）
青
野
原
駐
業

令
和
７
年
４
月
４
日
退
官

西
田

健
（
加
東
市
）
兵
庫
地
本

令
和
７
年
７
月
29
日
退
官

小
山

勝
也
（
加
古
郡
）
第
３
特
防

令
和
７
年
11
月
30
日
退
官

岩
田

匡
宏
（
加
古
川
市
）
中
方
後
支

令
和
７
年
12
月
27
日
退
官

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

上
田

培
夫
（
享
年
89
歳
）

令
和
８
年
１
月
４
日
ご
逝
去

第９１号 兵庫県隊友会東播支部だより 令和８年３月１０日

支
部
の
活
動
実
績

編
集
後
記

桜
の
花
が
咲
く
頃
と
な
り
ま
し
た
、

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
益
々

ご
健
勝
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

令
和
７
年
度
も
終
わ
り
を
迎
え
、

来
月
か
ら
新
年
度
に
移
行
し
ま
す
。

令
和
８
年
度
も
、
昨
年
度
と
同
様

皆
様
か
ら
の
引
き
続
き
の
ご
支
援
・

ご
協
力
並
び
に
多
種
多
様
な
投
稿
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

mxrxg983@ybb.ne.jp

桑
原

博

hayato.0309.0722@gmail.com

和
久
井

勇
人

「支援終了後の集合写真」

【
新
入
会
員
紹
介
】

会員による支援風景

【
訃

報
】




